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令和７年度国保制度運営のスケジュール

 岡山県子ども・福祉部長寿社会課



区分
令和７年
４月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

令和８年
１月 ３月

国

運営
協議会

連携
会議

県

市町村

公費の在り方等提示
（7月中旬）

仮係数等提示
10月下旬

確定係数等提示
12月末

第１回

(5月26日)

第３回

（11月14日）

第４回

(1月26日)

令和８年度国保事業
費納付金等仮算定
（11月上旬）

保険料率検討・市町村運営協議会開催・予算措置・条例改正等

当初予算額

（2月中旬）

第２回
（2月下旬）

【納付金、予算等】

国保事業費納付金納入（８月～３月）

当初予算要求額

（1月中旬）

第２回

(8月1日)

連携会議作業部会（WG）の開催（4月～3月）令和６年度の総括、納付金算定に係る事項、事務共同化 等
保険料水準の統一検討WG（保健事業・医療費適正化WG、保険料（税）WG、財務・事務WG、合同WG）の開催
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県特計決算報告

(１０月頃)

令和8年度保険者努力
支援制度自己評価

第１回
（8月28日）

【運営状況、保険料等】

公費の在り方等の検討

納付金等算定結果公表
（１月下旬）

保険料（税）率決
定・賦課

国保制度運営に係る令和７年度のスケジュール



令和 ６年 ６月２６日 厚生労働省保険局国民健康保険課
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市町村と合意した主な内容

・ 納付金ベースの統一（α＝０）の目標年度を令和１１年度とし、令
和８年度の納付金算定から段階的にαを引き下げる。
※ α：納付金算定で医療費水準をどの程度反映させるかを調整する指数

・ 令和８年度から、医療費の適正化に対する措置として財政支援
（インセンティブ）を講じる。

※ 合意時、インセンティブ交付金を創設することとしていたものを、納付金算定
時に反映させることとした。

・ 引き続き、県内における医療費水準の平準化を図るために、医
療費適正化の取組を促進する。
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最終的には保険料（税）の完全統一を目指しつつ、その前段
階の「納付金ベースの統一」に、次のとおり取り組んだ。



第３期岡山県国民健康保険運営方針（抜粋）

第３章 納付金及び標準保険料（税）の算定方法

第２節 保険料（税）水準の統一

本県の現状として、市町村間の医療費水準に差異があり、
保険料（税）の算定方式も異なっていることなどから、直ちに
保険料（税）水準を統一していくことは困難な状況と考えます
が、将来的には、県内で同じ所得水準、同じ世帯構成であれ
ば同じ保険料（税）とすることを目指していくこととし、ワーキ
ンググループ等において、引き続き、統一に係る諸課題の整
理やその解決に向けた検討を行います。
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本県の保険料水準統一に関する取組と今後の進め方

・国の保険料水準統一加速化プラン等の動きを受け、市町村と担当者レベルの勉
強会やワーキンググループ等での意見交換を行い、目標年度や経過措置等につ
いて検討を重ねてきた。

・検討状況及び検討結果については、市長会及び町村会で説明し、概ね理解を得
た後、令和６年度末に、納付金ベースの統一（α＝０）について、令和１１年
度を目標年度とすることで県と各市町村との合意に達した。

・合意内容については、第３期岡山県国民健康保険運営方針の中間見直し（令和
８年度実施）に盛り込み、これを着実に進めていくとともに、将来的な完全統
一に向けた取組を盛り込める形にしたいと考えている。

・完全統一に向け、引き続き事務レベルで調整を行う必要があり、目標年度や、
共通化する事業、経過措置、市町村個別の歳入及び歳出項目の取扱いなどの
県単位化する内容について、協議・検討を重ねていくこととする。

・事務レベルの調整を経て、一定の目途がたった段階で、連携会議や市長会、町
村会で説明を行い、意見等をうかがうこととする。
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第３期中間見直し後の岡山県国保運営方針への記載イメージ

第１期運営方針
（Ｈ３０～Ｒ２）

•将来的な保険料（税）の在り方については、保険料（税）水準の統一を目指していけるよう、市
町村において、本運営方針に従って医療費の適正化等の各種の取組を進めることとし、平成３０
年度以降の状況を踏まえ、中長期的な統一に向けた検討を行います。

第３期運営方針
（Ｒ６～Ｒ８）

•本県の現状として、市町村間の医療費水準に差異があるほか、一部の市町村では決算補填等を目
的とする一般会計法定外繰入等を行っており、加えて、保険料（税）の算定方式も異なっている
ことなどから、直ちに保険料（税）水準を統一していくことは困難な状況と考えますが、将来的
には統一を目指していくこととし、今後、統一に係る課題等の整理やその解決に向けた検討を
行っていくこととします。

•本県の現状として、市町村間の医療費水準に差異があり、保険料（税）の算定方式も異なってい
ることなどから、直ちに保険料（税）水準を統一していくことは困難な状況と考えますが、将来
的には、県内で同じ所得水準、同じ世帯構成であれば同じ保険料（税）とすることを目指してい
くこととし、ワーキンググループ等において、引き続き、統一に係る諸課題の整理やその解決に
向けた検討を行います。なお、その過程において、市町村間で合意できた国民健康保険事業等に
ついては、順次、共通の取扱いとすることとします。

第３期運営方針

中間見直し

（Ｒ９～Ｒ１１）

第２期運営方針
（Ｒ３～Ｒ５）

・納付金ベースの統一の時期について、県と市町村での合意事項を記載

・改定素案策定時期（R8.9頃を予定）までに保険料水準の統一に向けた方向性について

県と市町村で何らかの合意事項があれば記載
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運営方針の中間見直しに向けた今後のスケジュール案

このスケジュールは、第３期運営方針を改定した際のスケジュール（３年前／令和４年度）に準じて作成しており、今後の協議・検討の状
況により変更する可能性があります。

令和７年度

８月 第１回運営協議会 ・ スケジュール案を説明

９月

～１月

２月 第２回運営協議会 ・ 令和７年度の取組状況の報告・検証

・ 改定のポイントについて（案）の審議

令和８年度

～７月

市町村意見聴取

８月 第１回運営協議会 ・ 改定素案の審議

９月 市町村へ法定の意見聴取

11月 第２回運営協議会 ・ 改定案の諮問・審議

パブリックコメント

２月 第３回運営協議会 ・ 改定案の答申・審議

３月 改定運営方針施行

令和９年度

４月～ 改定運営方針　対象期間

連携会議・ＷＧ･･･見直しに向けた協議・検討

・令和７年度の取組状況のとりまとめ

・運営方針の検証

改定素案作成 ※連携会議・ＷＧで随時協議・検討

改定のポイントについて（案）に示す内容（過去の例）

・保険料（税）水準の統一、医療費適正化の取組



R７年
７月～

R８年
１月    ４月  ８月

R９年
１月  

R10年～

連携
会議

運営
協議会

県

市町村

市長会
町村会

保険料率検討

第１回
（8月28日）

第３期岡山県国保運営方針の中間見直しに係る
当面の協議・検討等スケジュール（想定）

第4回

1月26日

納付金仮算
定（11月）

第2回
（2月下旬）

常任委員会

（11月中旬）

国保運営方針パブコメ

（11月中旬）

市長会・町村会への説明

（4月）

市長会・町村会への説明

（1月下旬・2月上旬）

市長会・町村会への説明

（8月）

第2回

8月1日
第２回

８月上旬

第１回

5月下旬

第3回

11月14日

市町村運営協議会開催
予算措置・条例改正等

納付金本算定
（1月）

常任委員会

（２月中旬）

第4回

1月下旬

納付金本算
定（1月）

市町村運営協議会開催
予算措置・条例改正等

【参考】第3期方針策定
素案協議（８月）・方針案諮問（11月）・パブコメ（11月）・方針案答申（2月）→ 3月策定

保険料率検討事業調整・予算協議

常任委員会

（4月中旬）

常任委員会

（５月下旬）

第3回

11月中旬

保険料水準の統一検討WG：保健事業・医療費適正化WG、保険料（税）WG、財務・事務WGで完全統一に向けた協議
連携会議作業部会WG ：当該年度の総括、納付金算定に係る事項、事務共同化 等

首長合意（仮）R8年度末までにいただいた場合

納付金仮算
定（11月）
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